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いる。具体的には、Buchinsky et al. (2010)のモデルを応用し、自らプログラムを
書きマルコフ連鎖モンテカルロ法（MCMC法）によってベイズ推定を行い、推定結果
に基づいた数値計算によって平均処置効果を評価するという作業を行っている。 
 以上のように優れた研究ではあるが、いくつかの課題も残されている。まず第2章
に関していえば、人的資本蓄積や労働供給・職業選択を明示的に考慮した構造モデ
ルを推定すると結果がどのようなメカニズムで生じたかがより明らかになる。また
推定結果が用いたベイズ推定に依存している可能性があり、適用が難しいものの最
尤法を試みる余地がある。第3章のモデルは仕事の技能レベルは所与としているが、
本来雇用形態と仕事の技能レベルは同時に決定されるはずであり、雇用形態の決定
式をモデルに含むべきであろう。第4章では、受給に関わるセレフ・セレクションの
問題を軽減するために、リーマン・ショックの影響を強く受けた産業・地域とそれ
以外を区別することなどを試みることはできる。 
以上の課題は、今後著者が時間をかけて取り組むべきものであり、本論文の意義
をいささかも損なうものではない。よって本論文は博士（経済学）の学位論文とし
て価値あるものと認定する。なお平成28年1月25日に論文内容とそれに関連した口頭
試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
 
  
